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令和 7 年度入学（令和 6 年度実施）一般選抜（後期日程）小論文試験 出題のねらい 

問題１ 

看護学科アドミッションポリシー 出題のねらい 

看護学科は、看護学をはじめ保健・医療・福祉の各

分野に貢献できる人間性豊かで倫理観に富む資質の

高い看護の専門職を養成するとともに、看護学の教育

研究の推進も目指します。少子高齢社会の到来や疾病

構造の変化など、保健・医療・福祉分野が担う役割は

複雑化、高度化しています。さらに活躍の場は医療施

設にとどまらず、地域へと拡大しています。看護学科

では、保健・医療・福祉に関する深い関心を持った学

生を求めています。以下のような資質が必要となりま

す。 

複雑化・高度化した医療分野における自律し

た専門職を目指す者として、論理的な思考力や

客観的な分析力、自分の考えを的確に伝えるこ

とができる表現力を有する者を小論文により選

抜する 

客観的に判断し、根拠を持って説明する能力

を評価する 

求

め

る

学

生

像 

知識・技能 

・看護学の習得に必要かつ十分な基礎的な知

識・技能及び教養を持っている人 

一般的な文章を読み解くことができる 

思考力・判断力 

・身につけている知識・教養をもとに多角的に

物事をとらえ、論理的に思考し、判断ができる

能力を持っている人 

・高い倫理観に支えられ、自分を律する能力を

持っている人 

答えのない問題に対する物事の捉え方につい

て、多角的に分析・検討し、論理的に思考し判

断することができる 

表現力 

・他者の意見や気持ちを理解できるように努

め、自己の考えを的確に表現し、伝える能力を

持っている人 

課題に対して自分の言葉で的確に表現し、合

理的に説明することができる 

主体性・多様性・協働性 

・看護をはじめ様々な学問分野に興味・関心を

持ち、真実を知ろうという科学的探求心に富

み、自己学習意欲が旺盛である人 

・他者の意見を傾聴し、相手を尊重しながら互

いに協力して学ぶことができる人 

・自己・周囲の変化に応じて対応できる能力を

持っている人 

他者の意見を尊重し、個々と社会情勢を鑑み、

偏りのある考え方を避け、客観的な視点で読み

解き、根拠に一貫性と妥当性をもって解答する

ことができる 

 答えがない問題に対して、柔軟に対応できる

能力を評価する 

 

その他 

・自己の心身の健康に留意し行動できる力を持

っている人 

健康行動に留意し体調を管理することによ

り、受験ができる 

 

  


